
大規模荷主

事業者名 中分類業種 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置 R6 R7 R8 取組措置

　アイリスオーヤマ株式会社 プラスチック製品製造業 ー ー ー 特に実施していない ー ー ー 特に実施していない ー ー ー 特に実施していない ー ー ー 特に実施していない ○ ー ー
コスト削減に繋がるものであ
り、常に行なっている

○ ー ー
コスト削減に繋がるものであり、
常に行なっている

○ ー ー 運送業者と連携し取組を強化 ○ ー ー 運送業者と連携し取組を強化 ○ ー ー 予め双方にて打合せ ー ー ー 特に実施していない ○ ー ー 入場時間を双方にて打ち合わせ ー ー ー 特に実施していない ー ー ー 特に実施していない ー ー ー 特に実施していない ー ー ー 特に実施していない ○ ー ー 実施している ー ー ー 特に実施していない ー ー ー 特に実施していない ー ー ー

　SMC株式会社　草加第1工場 はん用機械器具製造業 ○ ○ ○
トンキロ法にて委託している事業者
の実績を暦年毎に算出し、環境影響
評価を行っている。

○ ○ ○
社内担当部署と関連会社で情報を
共有し、効率の良い取組を検討。

ー ー ー
削減計画の提出は要求してい
ない。

○ ○ ○

委託する貨物輸送事業者が
ISO14001取得、エコアクション21
の取得等の環境配慮経営を行っ
ているかを取引先審査の段階で
確認する。

○ ○ ○
東日本･西日本ロジスティクス
センターにて、配送の効率化を
行っている。

○ ○ ○
通い箱を活用し、定量数の在庫
補充を行っている。

○ ○ ○ 混載便の使用を実施している。 ○ ○ ○
工場･倉庫間輸送を物量に合わ
せて配車設定を行っている。

○ ○ ○
定期･定時便にて、事業所間を
配送している。

ー ー ー 今後の課題として検討 ○ ○ ○
定期･定時便にて時間指定を行
い、待機時間の削減を行ってい
る。

○ ○ ○
チャーター便によるまとめ輸送を
行っている。

ー ー ー ○ ○ ○
「環境に対する取り組みへの
協力願い」の書面にて要請す
る。

ー ー ー ○ ○ ○
「環境に対する取り組みへの協力
願い」の書面にて要請している。

ー ー ー ○ ○ ○
主要拠点間の在庫品輸送で
モーダルシフトを実施。

ー ー ー

　SMC株式会社　草加第2工場 はん用機械器具製造業 ○ ○ ○
トンキロ法にて委託している事業者
の実績を暦年毎に算出し、環境影響
評価を行っている。

○ ○ ○
社内担当部署と関連会社で情報を
共有し、効率の良い取組を検討。

ー ー ー
削減計画の提出は要求してい
ない。

○ ○ ○

委託する貨物輸送事業者が
ISO14001取得、エコアクション21
の取得等の環境配慮経営を行っ
ているかを取引先審査の段階で
確認する。

○ ○ ○
東日本･西日本ロジスティクス
センターにて、配送の効率化を
行っている。

○ ○ ○
通い箱を活用し、定量数の在庫
補充を行っている。

○ ○ ○ 混載便の使用を実施している。 ○ ○ ○
工場･倉庫間輸送を物量に合わ
せて配車設定を行っている。

○ ○ ○
定期･定時便にて、事業所間を
配送している。

ー ー ー 今後の課題として検討 ○ ○ ○
定期･定時便にて時間指定を行
い、待機時間の削減を行ってい
る。

○ ○ ○
チャーター便によるまとめ輸送を
行っている。

ー ー ー ○ ○ ○
「環境に対する取り組みへの
協力願い」の書面にて要請す
る。

ー ー ー ○ ○ ○
「環境に対する取り組みへの協力
願い」の書面にて要請している。

ー ー ー ○ ○ ○
主要拠点間の在庫品輸送で
モーダルシフトを実施。

ー ー ー

　信越ポリマー株式会社 プラスチック製品製造業 ○ ○ ○

・スコープ3データの提出やサステナ
ビリティレポートへ排出量掲載。自社
システムデータ及び委託先事業者へ
毎年データ提供を依頼しトンキロ法
で集計。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
購買先（委託先）監査項目で、
ISO14001・グリーンエコプロジェク
ト　等の有無を確認

ー ー ー ○ ○ ○
・商品小型化による資材（箱）の
コンパクト化及び品種の見直し

○ ○ ○

・路線便（特別積み合せ貨物）の利
用や納期調整による、他製品との
混載及び輸送業者へ積み合せ輸
送依頼を実施。

ー ー ー ○ ○ ○
・オーダー受付締め切り時間の
設定及び通知を実施

ー ー ー ○ ○ ○
各倉庫、製品毎に積込担当者を
配置

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

常時乗り入れする車両に対し
発行している場内入場許可
証へアイドリングストップ他注
意事項を明記し注意喚起を
実施

ー ー ー ○ ○ ○
アイドリングストップ推進の為、ドラ
イバー待機室及び喫煙室設置

○ ○ ○
輸送業務は全て外部委託し効
率化を図っている。

○ ○ ○

・工場～外部倉庫又は外部倉
庫～外部倉庫間の長距離輸
送をトラック輸送から船舶
（RORO船）又はJRコンテナへ
切り替え継続

○ ○ ○ ・時間指定納入の削減

　株式会社 椿本チエイン 埼玉工場 生産用機械器具製造業 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 構内アイドリングストップ ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　東京インキ株式会社　 プラスチック製品製造業 ー ー ー ○ ○ ○ 輸送方法について協議している。 ー ー ー ○ ○ ○
委託業者に環境配慮しているかを
確認している。

○ ○ ○
輸送回数を減らすために、事業
所以外の物流拠点を活用して
いる。

ー ー ー ○ ○ ○
混載便や共同輸配送を利用してい
る。

○ ○ ○
積載率を考慮し、輸送量、納期を
集約している

○ ○ ○
貨物輸送事業者に対する発注
時間はいつまでかを定めてい
る。

○ ○ ○

GW、盆休み等大型連休で混雑
が予想できる時期は、前倒し、も
しくは先送りの輸送計画を行って
いる

○ ○ ○

開門時間を6時とすること、荷受
け従業員の勤務時間を前倒しす
る事で待機時間削減に努めてい
る

○ ○ ○
顧客からのオーダーを組合わせ
て便数を減らす工夫をしている。

○ ー ー
輸送事業者に低燃費車等の
利用を推奨する文書を配布
している。

○ ー ー
輸送事業者にエコドライブを
推進する文書を配布してい
る。

ー ー ー ○ ○ ○

輸送業者に周辺道路へ駐停車しな
いよう、また構内のアイドリングス
トップすることをお願いし、休憩場
所を設けている。

ー ー ー ○ ○ ○
輸送効率、費用面を考慮し、
鉄道コンテナ便を推奨してい
る。

ー ー ー

　株式会社ニコン 生産用機械器具製造業 ー ー ー ○ ○ ○
運輸担当の子会社と運輸の協力会
社で、定期的に連絡会議を行いCO2
削減について検討している

ー ー ー ○ ○ ○

運輸担当の子会社と運輸の協力
会社が定期的に開く連絡会議にお
いて、環境配慮の確認を行ってい
る。取引先に対するISO14001監査
において、輸送の環境配慮を項目
として取り上げ、改善を促している

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○ 共同輸送を行っている ○ ○ ○
適正車種と適正台数の手配を
行っている

○ ○ ○
製造子会社からの納品は定期
便を利用している

ー ー ー ○ ○ ○
納品のトラックは、毎日ほぼ同じ
時間帯に到着するので、待ち時
間は発生していない

ー ー ー ○ ○ ○
新規で導入する貨物輸送車
両については、最新の低燃
費車を積極的に購入

○ ○ ○
運輸担当の子会社と運輸の
協力会社で行う連絡会議に
おいて実施要請している

○ ○ ○

前年度実績に基づき、次年度の
エコドライブ目標を掲げ、すべて
の車両の月別データをもとにエコ
ドライブ管理を行っている

○ ○ ○

構内が広いので路上駐車はなく、
アイドリングストップの掲示板を設
置し防止に努めている（アイドリン
グストップは１００％の実施）。トラッ
ク荷室の空調は建屋の外壁に設置
したコンセントからの電気を利用す
ることにより、アイドリングストップ
を継続

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

　日本精工株式会社 はん用機械器具製造業 ○ ○ ○
NSKロジスティックス株式会社埼玉
分室にて排出量を把握

○ ○ ○
NSKロジスティックス株式会社管理
部に, 社内システムを通じて報告 （1
回/年）

― ― ― ○ ○ ○
ISO14001・グリーン経営認証の取
得状況確認, 推奨

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミルクラン方式で有る程度の時間
を指定して運行し、待ち時間を削
減している

○ ○ ○
少量の発注に対しては、営業と調
整して、複数の発注納期をまとめ
て輸送を行う

ー ー ー ○ ○ ○
同意書の提出によるアイドリ
ングストップを要請

ー ー ー ○ ○ ○
敷地内に荷捌き場所・駐停車場所
を確保

○ ○ ○
NSKロジスティックスにおいて、
効率輸送・コストダウンを行っ
ている

ー ー ー ー ー ー

　株式会社フコク ゴム製品製造業 ○ ○ ○

生産・配送等の情報を自社関連部門
と貨物輸送業者で随時システム等利
用して共有し、課題解決に必要な見
直し・改善等に取り組む

○ ○ ○

生産・配送等の情報を自社関連部門
と貨物輸送業者で随時システム等利
用して共有し、課題解決に必要な見
直し・改善等に取り組む

○ ○ ○

埼玉県地球温暖化対策条例
に基づく自動車地球温暖化対
策計画書、省エネ法に基づく
計画・定期の報告棟の提出状
況の確認及び提出の推奨を
行う

○ ○ ○

貨物輸送事業者がISO14001やエ
コアクション21の取得、埼玉県エコ
アップ認証の評価を受けている棟
の環境配慮経営を行っていること
を確認する

○ ○ ○

使用する車両台数及び便数の
削減、物流拠点を中心とした
ルートの見直しによる輸送距離
の短縮化等を図る

○ ○ ○
梱包資材形状の標準化や軽量
化を輸送業者と都度調整

○ ○ ○
協力メーカーやグループ会社との
共同輸送の実施

ー ー ー ○ ○ ○
客先との配送時間調整による
待機時間短縮

○ ○ ○
迂回ルート等の複数経路の確認
と共有化実施

○ ○ ○

システム活用での予約時間の設
定、担当者配置等によるスムー
ズな車両誘導、検品簡略化によ
る回転率向上等により、積み降ろ
しの待機時間を削減

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
構内駐車時のアイドリング停止を
周知

○ ○ ○
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

ー ー ー ー ー ー

　株式会社プロテリアル　桶川工場 非鉄金属製造業 ○ ○ ○ 積載量、輸送距離を元に算出。 ○ ○ ○
複数種の製品を可能な限り混載し、
輸送コストの低減を図っている。

○ ○ ○
対象業者には必要に応じ依
頼。

○ ○ ○
新規取引先の選定時にISO14001
頭の取得状況を確認。

○ ○ ○

受注生産が基本のため、出荷
の拠点である桶川工場から直
接出荷。
配送は社内外製より振り分けを
実施。

○ ○ ○
梱包荷姿を各々の製品仕様で定
める際、梱包形状や重量に配
慮。

○ ○ ○
主要な配送先については極力混
載化を図り、配送効率を向上。

○ ○ ○
出荷量、輸送距離に応じて車種
を選定。

○ ○ ○
定時内の発送を徹底。配車依
頼締切ルールの設定。

○ ○ ○
道路情報収集やETCによる渋滞
情報を活用し、効率良い経路に
迂回。

○ ○ ○
社内の輸送・梱包外製を活用し、
梱包～発送まで効率よく実施。
貨物の前日準備。

○ ○ ○

混載化については、工場の環境
目標として設定することで、取り組
み状況を常に把握できるようにし
ている。

○ ○ ○ 適時要請している。 ○ ○ ○ 適時要請している。 ○ ○ ○ 適時要請している。 ○ ○ ○
工場内に積込場所、駐車スペース
を確保。

○ ○ ○

輸送業務は工場内に常駐する
専門業者に委託、工場の生産
管理部と連携して輸送業務を
実施。

ー ー ー
鉄道輸送の検討は行ったが、
運用にそぐわず見送り。

ー ー ー

　株式会社プロテリアル　熊谷事業所 金属製品製造業 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○

積載効率を考えた荷姿設定の継
続
当社にて標準荷姿によるトラック
等への積載徹底

○ ○ ○
少量時は路線便の混載活用継続
磁材工場全体での配車計画

○ ○ ○
大型車両（フルトレーラー活用）に
て効率輸送配車計画の際での重
量珪酸実施

○ ○ ○

入構時間の事前指定。自社開
発の配車計画システムを活用
し、１ヶ月程度先までの配車計
画を作成。	通関業者倉庫搬入
時刻の事前予約。(荷下ろし先
での待ち時間を削減対策)

ー ー ー ○ ○ ○
入構時間の事前指定。
当日出荷品は原則当日14時まで
に準備。

○ ○ ○

出荷計画に基づく計画的な生産・
出荷・積載効率向上を図る
磁材工場製品全体での配車及び
纏め出荷計画の立案・実践

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
場内待機時のアイドリングストップ
実施

○ ○ ○
輸送業務は専門業者に外部委
託している。

ー ー ー ー ー ー

　三井精機工業株式会社　 業務用機械器具製造業 ○ ○ ○
総当りの排出量と台当りの排出量の
把握を行っているが、課題等は抽出
されていない。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
環境に配慮した輸送を実施してい
るか適時ヒヤリングしている。

ー ー ー ○ ○ ○

荷姿の小さい製品は混載便を利
用。荷姿の大きい製品は、その
サイズに合った車両を利用して
いる。また木枠梱包だけでなく、
ビニール、ダンボールの梱包の
簡易化を実施している。

○ ○ ○
荷姿の小さい製品は混載便を利
用している。

○ ○ ○

荷姿の小さい製品は混載便を利
用。荷姿の大きい製品は、そのサ
イズに合った車両を利用してい
る。

○ ○ ○
工作機械においては、その荷
の大きさから夜間の配送を多く
している。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
構内車両乗入れ時には、エ
コドライブを促進する書面を
配布している。

ー ー ー ー ー ー ○ ○ ○
指定時間の前に自社に到着した場
合は、構内に停車するようにしてい
る。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー

7-(1)貨物輸送事業者に対する、低燃
費車又は省エネルギー支援機器搭載
車（以下、「低燃費車等」）の利用要請

7-(2)貨物輸送事業者に対する、エコドラ
イブの実施要請

7-(3)貨物輸送事業者に対する、低燃費車
等の利用状況やエコドライブの実施状況の
確認、改善に向けた取組の実施

7-(4)構内アイドリング防止のための取組 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシ
フトの推進

7低燃費車等の積極的利用及びエコドライブの促進 8サードパーティーロジスティクスの活用
9共同輸配送も視野に入れたモーダルシ

フトの推進
10その他の必要な取組

4-(2)混載便の利用や共同輸配送の取組
4-(3)輸送量及び積載率を考慮した適正車
種での発注

5-(1)発注時間及び配送時間のルール化 5-(2)道路混雑時の輸配送の見直し
5-(3)輸送車両の構内や周辺道路等におけ
る待機時間の削減のための取組

10その他の必要な取組

5計画的な貨物輸送による輸配送の効率化
6その他輸配送の効率化により輸送距離及

び回数を削減する取組

6その他輸配送の効率化により輸送距離及
び回数を削減する取組

4-(1)商品・荷姿・梱包資材の形状の標準化
や軽量化等による積載率の向上

1荷主の物流部門における二酸化炭素排出量の把握 2環境に配慮している貨物輸送事業者の選定 3物流拠点の活用による輸配送の効率化 4積載率の向上による輸配送の効率化

1-(1)二酸化炭素排出量の把握及び課題等の抽
出

1-(2)貨物輸送事業者と自社関連部門における
情報共有及び改善に向けた取組の実施

2-(1)貨物輸送事業者に対する二酸化炭
素排出量削減計画の提出確認

2-(2)貨物輸送事業者の環境配慮の確認 3物流拠点の活用による輸配送の効率化


